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◼定員 1,350名の小規模工学系大学

◼場所 福岡県久留米市

「筑後地方唯一の工業大学」
◼学部・学科:工学部5学科 1,320名

機械システム工学科、交通機械工学科 、建築・設備工学科、

情報ネットワーク工学科 、教育創造工学科

◼大学院工学研究科修士課程３専攻 30名

電子情報システム工学専攻、エネルギーシステム工学専攻、

自動車システム工学専攻

久留米工業大学について

本学の紹介
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◼2020年後期：

全学的AI・数理・DS教育の開始

◼AIを使って解決したい地域課題を募る

※集まった情報や課題をAIコア科目に取り込む

「地域課題解決型AI教育」

AIを活用した地域課題解決を柱に据えた研究・教育

２０２０年4月 AI応用研究所 開所
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知識の修得で終わらない
「実践」に注力したアクティブ・ラーニング型教育
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2024度カリキュラム AIコア科目（習熟度別）

産業界との協働による地域創成AI・データサイエンス人材の育成
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必修 数理・ICT基礎科目（習熟度別）

産業界との協働による地域創成AI・データサイエンス人材の育成
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2024度カリキュラム

産業界との協働による地域創成AI・データサイエンス人材の育成
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2024度カリキュラム PBL重視に改善

産業界との協働による地域創成AI・データサイエンス人材の育成
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PBL
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2024度カリキュラム AIコア科目（習熟度別）

産業界との協働による地域創成AI・データサイエンス人材の育成
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令和３年度「数理・データサイエンス・AI教育プログラム（リテラシーレベル） 」

令和4年度「数理・データサイエンス・AI教育プログラム（応用基礎レベル）」

プラス選定
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◼本学５学科の学生（２年生から４年生）

◼他大学（聖マリア学院大学）の看護系学生

◼実課題を持つ企業・自治体社会人

◼各グループに教員・先輩が参加（ファシリテーター役）

◼半期で何らかの結果（成果）を出す→アジャイル型の開発

◼5学科学生・大学院生の教育＋地域（中小企業）のDX化

産学連携PBL(Project Based Learning)

課題解決型PBLを重視したAI教育
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２０２４年地域課題解決型PBL（プロジェクト学修）
課 題 解 決 内 容 ・ 利 用 技 術

課題1 経営 AIによるアーク溶接人材育成のためのスキル評価

課題2 建設 建設現場における作業員の再同定による危険回避

課題3 建設 画像処理法を使用したコンクリート材の損傷評価法の開発

課題4 経営 ChatGPTを用いた顧客対応チャットボットの改良

課題5 経営 在庫管理業務における AI 活用

課題6 教育 小学生のための広川工業団地企業紹介アプリの開発

課題7 教育 特別支援学校の作業学習を支援するAI レジスターの開発

課題8 福祉 Helpyの開発 ～小さなhelpを大きなHappyへ～

課題9 健康 ChatGPTを使ったカウンセリングbot

課題10 医療 AI解析を用いたストーマ患者の装具選択モデルの開発

課題11 農業 ＡＩ予測による農作物の出荷販売管理システムの開発

課題12 農業 階層ベイズを用いた八女茶の味への影響の分析

課題13 農業 パッケージセンターにおけるコンテナ内イチゴ自動集計システム

課題14 農業 AI を用いたキュウリ種子カウンターの開発

参加者
学生６８名
教員14名

地域社会人 25名
計１０７名

14テーマ
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成果発表会開催（２０２４年８月１０日）

聖マリア学院大学生１０名（女子９名）

女子高校生１名参加

本学１年生２名参加

女性率４割以上のメンバーで異分野・

異年齢PBL実践 成果発表

◼本学多目的ホール

◼対面＋Webex

◼地域産業界・社会人
70名参加
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③成果発表ポスター（建設・経営）

新規1テーマと継続企業の新規２テーマ・継続１テーマ



13
Copyright 2022  Kurume Institute of Technology

③成果発表ポスター（農業分野）

新規企業1テーマと継続企業新規２テーマ・継続1テーマ
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③成果発表ポスター（医療・健康福祉）

新規1テーマと継続課題2テーマ
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③成果発表ポスター（教育系）

新規企業1テーマと継続自治体・学校の新規テーマ



メタバース１００号館導入

◼学生・社会人・教員が交流・協働・コミュニケーション

◼課題解決に取組む地域創生教育

Copyright 2023  Kurume Institute of Technology

令和３年度補正予算 デジタルと専門分野の掛け合わせによる

産業DXをけん引する高度専門人材育成事業 採択
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メタバース１００号館（疑似リアル環境）

本学１００号館（実写） メタバース１００号館

（２０２１年度：コロナ禍：PBLも遠隔）
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メタバース100号館を構築
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学生同士のコミュニケーション（動作・トーク）
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学生同士のコミュニケーション（自由トーク）
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音声での会話（グループディスカッション）
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メタバース内での授業
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動画・スライド表示（2023年8月28日）
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生徒の反応がリアルタイムに確認
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理解度確認（先生側の画面）
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成果報告会のポスター展示（メタバース）



メタバース・ドームの構築

◼PBLにおけるコミュニケーションの場

Copyright 2023  Kurume Institute of Technology
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メタバースでも成果報告会の様子が視聴可能

ドーム型交流スペース
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AIアバターによる質問への応答
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◼広い視野と考え方をもった国際社会において
産業の発展に貢献できる（AI）技術者の育成

◼2021年より20日間実施（午前中2時間）

◼セントラルワシントン大学（CWU）との連携

国際的視野を持つAIエンジニアの育成

バーチャル海外留学（AIエンジニアコース）

ＣＷＵ
（米国）

メタバース・
ラボ
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小グループディスカッション
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プレゼンテーション技法の説明
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PBL成果のプレゼンテーション
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アバターになってPBLの成果を英語で発表



メタバース・ラボ導入の効果分析
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PBL参加人数とテーマ数の推移
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PBL参加人数とテーマ数の推移
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社会人の参加回数自体が増加 → 産学連携での学びが定着
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アンケートによる評価

◼PBL受講者アンケートを実施

PBLに継続参加の上級生と初参加２年生の結果を比較

＜ｔ検定：有意差あり＞ P<0.01
◼多様な情報を適正に判断し，効果的に活用する力

◼社会の規範やルールに従って行動すること

◼これまでに獲得した知識・技能・態度等を総合的に活用する力

◼自分に自信や肯定感を持つこと

2025年度電子情報システム工学専攻（71.4％）

社会人力

社会人力

社会人力

自信



副専攻プログラム
地域課題解決型高度AI教育プログラム

高校・大学・大学院による9年一貫AI教育にも活用

Copyright Kurume Institute of Technology

大学・高専機能強化支援事業「成長分野をけん引する人材育成 」

39

工学部
情報ネットワーク工学科

大学院
電子情報システム工学専攻

大学院科目の
早期履修制度

修了証発行

大学・高専機能強化支援事業（支援１）・（支援２） 選定

地域課題解決型AI教育プログラム

高

度

情

報

専

門

人

材

中学・高校

課題発見・解決型
高大接続

教育プログラム

JST
「女子中高生の理
系進路選択支援
プログラム」

DXハイスクール
連携

地域課題解決型 PBL の継続 コーオプ教育

社会人コースの設置



◼多様なステークホルダーとの交流による価値創出
◼リカレント・リスキリング・ダイバーシティ対応

◼メタバース・ラボで気軽に研究が始められるような環境
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メタバースラボに取り組む意義【学外】

大学が率先して地域の多様なステークホルダーのハブになる

時間と場所（空間）の制約を受けない真に開かれた大学へ

大学の公益性で
産学官民を繋げる

メタバース・
ラボを提供

共同研究
PBL

大学の信頼性で
交流の安心を担保



◼メタバース・ラボをPBLで
有効活用

◼異分野・異年齢の人との
新たな学び

◼AIアバターを用いることの
教育効果の分析

◼DXハイスクールやオープ
ンキャンパスでの活用

◼９年一貫AI教育を実践
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今後の取組み （短期計画）

多様な人たちが生き生きと活動するためのメタバース空間



◼障がいのある人がメタバースで自由に行動できるためのＵＩ開発

◼高齢者のようなメタバースに無縁と思われる人がなじみやすく、

持続して取り組める仕組み（環境）づくりの検討

◼不登校の児童・生徒の居場所に（保護者の交流も含む）

◼多様な人たちの活動の場となるメタバース・ラボ

教育に AI × メタバース
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将来構想 （長期計画）

多様な人たちが生き生きと活動するための空間へ
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久留米工業大学 メタバース・ラボ で検索

App Storeからダウンロード可能
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https://apps.apple.com/jp/app/%E4%B9%85%E7%95%99%E7%
B1%B3%E5%B7%A5%E6%A5%AD%E5%A4%A7%E5%AD%A6-
%E3%83%A1%E3%82%BF%E3%83%90%E3%83%BC%E3%82%B9
-%E3%83%A9%E3%83%9C/id1639026605

本日はありがとうございました


